
一般社団法人 京都府建築士事務所協会入会申込書 

一般社団法人 京都府建築士事務所協会 会長 殿          

令和    年   月   日 
私はこの度貴会へ入会したいので、下記のとおり申し込みます。 

申込 者                 印 

 

紹 介 者 
（     ）支部 
 

 

 

建
築
士
事
務
所 

ふ り が な  
種 

別 

□ 一級 □ 二級 

建築士事務所名  □ 木造 

所 在 地 
〒   － 

TEL FAX 

登 録 年 月 日 平成・令和   年   月    日 

登 録 番 号 京都府知事登録 （     ）第       号 

専業兼業の区別 □ 専業 □ 兼業 
□建設業 □宅地建物取引業 □プレハブ住宅業 □建材業 
□測量業・土地家屋調査業 □建設コンサルタント業 □その他 

事
務
所
登
録
申
請
者 

個
人 

ふ り が な  生 年 月 日 
種 

別 

□ 一級 □ 二級 

氏 名  昭和 
平成   年    月    日 □ 木造 □ なし 

法

人 

ふ り が な  
名 称  
ふ り が な  生 年 月 日 

種 

別 

□ 一級 □ 二級 

役員（開設者）  昭和 
平成    年    月    日 □ 木造 □ なし 

資 本 金 金    億     万円 

管

理

建

築

士 

ふ り が な  生 年 月 日 

氏 名  昭和 
平成    年    月    日 

建 築 士 種 別 □ 一級建築士  □ 二級建築士  □ 木造建築士 

建築士登録番号 
都道府県名は二級建築士又は木造建築士の場合のみご記入下さい 
（        ）都道府県 登録    第        号        

建
築
士
事
務
所
の
内
容 

総 所 員 数  
(代表者含む) 

〔注 兼業建築士事務所においては、登録建築士事務所の部門のみの所員数をご記入下さい〕 
一級（  ）人〔一級の内、構造設計一級建築士（  ）人、 
設備設計一級建築士（  ）人〕、二級（  ）人、木造（  ）人 
その他技術職員（  ）人、その他事務職（  ）人  （ 計     人 ） 

業務の内容 □ 意匠     □ 構造      □ 設備    □ 積算 
□ 都市計画   □ 耐震診断・改修          □インテリア、 

複数回答可 
を記入 

□ 工事監理   □ 住宅金融支援機構適合証明業務 
□ その他（                  ） 

関 連 資 格  
複数回答可 
を記入 

□ 技術士    □ 建築設備士   □ 建築積算士 
□ 測量士    □ 土地家屋調査士 □ その他（             ） 
※所員の方で建築関連の資格をお持ちの場合にご記入下さい 

入会理由 □情報収集  □会員との交流  □健康保険 □その他（          ） 

事務局受付日 
予  定 理事会後会長承認印 

会 員 番 号 理 事 会 承 認 支 部 名  

 年   月   日 NO，  年    月    日  



令和    年   月   日 

誓  約  書 
 
一般社団法人 京都府建築士事務所協会 
会 長  上野 浩也 殿 

〒 

 事務所所在地                       

 事 務 所 名                       

 開設者氏名                      ㊞ 

 

私儀 今般一般社団法人京都府建築士事務所協会入会にあたり、下記の事項を遵守することを誓約します。 
 

記 
 
１ 建築士事務所憲章、倫理規程を遵守します。 

 
２ 誠実に業務を遂行することを誓約します。 

 
３ 当社・私は、現在又は将来にわたって、前記の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係に

ある者（以下、「反社会的勢力等」という。）と次のいずれかに該当する関係がないことを、表

明・確約いたします。 

①  反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係 

②  反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係 

③  自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加えるなど、反社会的勢力等

を利用している関係 

④  反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係 

⑤  その他役員等又は経営に実質的に関与している者が、反社会的勢力等との社会的に非難されるべき

関係 

 

４ 当社・私は、前記に反したと認められることが判明した場合及びこの表明・確約が虚偽の申告であ

ることが判明した場合は、催告なしで定款第 9 条第 1 項及び第 9 条の 2 第 1 項により、除名又は会

員資格を停止されても一切異議を申し立てず、また賠償ないし補償を求めないと共に、これにより

損害が生じた場合は一切当社・私の責任とすることを表明、確約いたします。 
 



   事務局 FAX  ０７５－334－5377    会員登録情報確認書 

      事務局 mail kyotokai@kyoto-kenchiku.com 

項目  
掲載への希望 

会員名簿 

（R5 発刊） 
ホームページ 

ふりがな  

必須項目  
事務所名  

所在地 

〒 

必須項目  
 

開設者  必須項目  

専任者  必須項目  

管理建築士    

郵便物宛名    

ＴＥＬ    

ＦＡＸ    

携帯電話    

携 帯 電 話 の 所

有者 
   

Ｍａｉｌ※    

ＵＲＬ    

 
下記の表に貴事務所の業種・得意分野・その他業務で当てはまるもの□にチェックを入れてください。 
 

業種 
□意匠設計 □構造設計 □設備設計 □積算 □設備設計 □積算 

□調査診断  （機械設備） （一般仕様） （電気設備） （RIBIC） 

得意分野 
□住宅 □マンション □テナントビル □オフィス □工場・倉庫 □店舗 

□町家 □福祉施設 □病院 □社寺 □学校 □その他 

□建築計画 

企画 

□その他 

（省エネ計画） 
□ＲＣ造 □Ｓ造 □ＳＲＣ造 □Ｗ造 

その他の業務 □工事監理 □建物調査 
□定期報告 

（建築物） 
□その他 □施工全般 □リフォーム 

□地盤調査 
□定期報告 

（建築設備） 

□既存住宅 

 状況調査 

□定期報告 

（防火設備） 

□京町家耐震 

診断士 
 

□木造住宅耐震診断士（□府 ・□京都市 ・□建防協） □適合証明（フラット 35・リユース・同リフォーム） 

□鉄骨造耐震診断士 □鉄骨鉄筋コンクリート造耐震診断士 

□鉄筋コンクリート造耐震診断士 □既存住宅状況調査技術者 

□既存ブロック塀等の耐震改修技術者 □マンション大規模修繕計画 

一般の方からの相談 □対応可 ※事務局にお問い合わせがあればご案内します。       □対応不可 

主な作品・ 

コメント等 

※ 作品・コメントはメール（kyotokai@kyoto-kenchiku.com）にて送付ください。 

※ 件名に支部名、事務所名のご記入願います。 

掲載しない項目に×を付けてください。 

 



新入会員各位 

（一社）京都府建築士事務所協会 

会  長  上野 浩也 

会員委員長 内田 康博 

会員銘板贈呈について 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は本会に対しまして格別のご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、入会特典として会員銘板を贈呈しています。 

ご希望のある方は理事会承認予定日まで にご連絡下さい。 

建築士事務所登録の標識と共に公衆の見やすい場所に掲げて頂き、法定団体である京都

府建築士事務所協会の会員であること、社会の期待に応える事務所であることを公にする

ことで、業務依頼者に信頼と安心感を与えることが期待できます。 

※ 銘板の贈呈及び無料での貴社名の印字については事前お申込みに限ります。 

記 

 

 

＜ 銘板サイズ ＞ 

・ たて 9cm ・ 横  27cm ・ 厚 2mm ・ステンレス板 約 370g 

以上 
※ ご返信を頂いてからの発送となります。 

※ 印字をご希望の場合は日数がかかることがあります。予めご了承ください。 

 

 

＊＊＊ 会員銘板希望 ＊＊＊ 

□ 受取り希望   □ 不要 

支部名   

事務所名・会社名  

印字について  印字なし  印字有り ※どちらかに☑下さい 

特記事項  

 

FAX：075-334-5377 

印字あり（カッティングシート） 銘板のみ   



建築士事務所憲章�

建築士事務所は、建築や環境が文化の形成に占める重要な

意味を認識し、社会の健全な進歩と発展に寄与します。�

　一　誠意をもって設計と監理の業務を遂行し、�

　　　建築主の期待に応えます。�

　一　健康で快適な生活環境の創造と、安全安心、�

　　　持続可能で良質な資産の形成を図ります。�

　一　自己研鑽を怠らず、職業倫理を高め、�

　　　法令遵守と公益の立場に立って最善を尽します。�

　一　設計意図の理解を施工者に求め、�

　　　公正に工事を監理します。�

　一　互いに信頼を深め、連帯の精神をもって�

　　　職務を全うします。�

 平成20年5月�

社団法人 日本建築士事務所協会連合会�

別紙１�



一般社団法人 京都府建築士事務所協会 

  倫理規程 

 

（目  的） 

第１条 この規程は、本会の正会員が保持すべき倫理を定めるものである。 

（会員の使命） 

第２条 正会員は、建築士事務所憲章に基づき建築士事務所として行う業務を通じて建築や環

境が文化の形成に占める重要な意味を認識し、社会の健全な進歩と発展に寄与すると共

に、その使命にふさわしい倫理を自覚し、その倫理を遵守して自らの行動を規律する社

会的責任を負わなければならない。 

（建築法令等の遵守） 

第３条 正会員は、建築基準法、建築士法、建築関係法令及び本会の定款、細則等諸規程を遵

守しなければならない。 

（業務の誠実な遂行） 

第４条 正会員は、依頼者の要請が公共あるいは利用者の利益に反しないよう誠実に業務を遂

行しなければならない。 

（違法行為の拒否） 

第５条 正会員は、法令違反にあたる行為をしてはならない。これは依頼者の要請があっ 

た場合においても同様とする。 

（秘密の保持） 

第６条 正会員は、依頼者について業務上知り得た秘密を正当な理由なく他に漏らし、または

利用してはならない。 

（自己の研鑽） 

第７条 正会員は、常に高潔な品性を保持し、自己の研鑽に努め、公益の立場に立って最善を

尽くさなければならない。 

（不正行為等による業務受託の禁止） 

第８条 正会員は、不正な行為、信頼を損なう方法若しくは誇大な宣伝によって業務を受託し

てはならない。 

（適正な報酬） 

第９条 正会員は、委託された業務内容に責任を持ち、適正・妥当な報酬について依頼者 

に正しい理解と評価を得るよう努めなければならない。 

（利益供与の禁止） 

第１０条 正会員は、業務に関連する工事施工者等から贈与又は無償の援助を受けてはな 

らない。 

（懲戒規程との関係） 

第１１条 この規程に反した正会員は、別に定める懲戒規程の対象となる。 

（規程の改廃） 

第１２条 この規程の改廃は、理事会の承認を得て行う。 



京事登様式第 9号 

京事承第○○-○○○○号 

平 成 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日 

 

 

京都 太郎  様 

 

京都府指定事務所登録機関 

一般社団法人京都府建築士事務所協会会長 

 

 

○級建築士事務所の登録について（通知） 

 

 

 平 成 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日付けで申請のことについて、下記のとおり登録しますので、 

関係書類を添え建築士法（昭和 25年法律第 202号）第 26条の 4第 1項において準用する

法第 23条の 3第 2項の規定により通知します。 

 

 

記 

 

１ 登録年月日 平成○○年○月○日  

２ 登 録 番 号 （○○×）第○○○○○号 

３ 名 称 ○級建築士事務所 京都建築事務所 

４ 有 効 期 間 平成○○年○月○日 から 

平成○○年○月○日 まで 

 

 

Administrator
タイプライターテキスト
別紙

Administrator
タイプライターテキスト
見本１

Administrator
長方形



 

 

 第五号書式 (第二十条関係)(Ａ４) 

  
正 副 

一 級 
二 級 
木 造 

建 築 士 事 務 所 登 録 申 請 書 

（第一面） 
  〔記入注意〕 
  １ ※印欄は、記入しないでください。 
  ２ 登録申請者氏名（法人にあつては、その代表者の氏名）の記載を自署で行う

場合においては、押印を省略することができます。 
  ３   のある欄は、該当する  の中にレ印を付けてください。 
  ４ 現登録年月日及び登録番号の欄は、更新の登録を受けようとする場合に記入

してください。 

   

    一級 
  二級 
  木造 

建築士事務所の登録を申請します。この申請書及び添付書類の記載事項は事実に相違あり 
ません。 

   平成  年  月  日 

     登録申請者氏名             印   

京都府指定事務所登録機関 
一般社団法人京都府建築士事務所協会 会長 殿 

   

事

務

所 

建

築

士 

名 称   

所 在 地 
電 話                番  

一 級 建 築 士 事 務
所、二級建築士事
務所又は木造建築
士事務所の別 

  

登

録

申

請

者 

あ

る

と

き

 

個

人

で 

氏 名   
建 築 士
の 資 格 

一級建築士    

二級建築士    

木造建築士    

な し    

住 所 
  

あ

る

と

き 
 
 

法

人

で 

名 称 

  

事 務 所 所 在 地 
  

管

理

す

る

建
築
士

建

築

士

事
務

所

を 

氏 名   登 録 番 号 
  

一級建築士、二級
建 築 士 又 は 木 造
建 築 士 の 別 

  
登録を受けた都道府
県名(二級建築士又は
木造建築士の場合) 

  

管理建築士講習を
修 了 し た 年 月 日 

平成  年  月  日 修 了 証 番 号 
  

現 登 録 年 月 日
及 び 登 録 番 号 

平成  年  月  日 
（京都府）知 事 登 録   第    号 ※

審

査 

  

更
新 

新
規 

※登 録 年 月 日
及 び 登 録 番 号 

平成  年  月  日 
（京都府）知 事 登 録   第    号 

      

  
 

ふり            がな 

ふり             がな 

ふり            がな 

ふり             がな 

Administrator
タイプライターテキスト
別紙

Administrator
タイプライターテキスト
見本２

Administrator
長方形


